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凸版

凸版は、版画において、版面に凸面を持つ版を用いる版
形式です。版面に作り出した凸部にインクを付着させ、
上から圧をかけて紙に印刷します。彫刻刀を使用して凸
面を作り出す板目木版、ビュランを使用する木口木版
やリノリウムを用いるリノカット、活版印刷などはこの
形式に属します。工業印刷において、欧米でパッケージ
印刷の主流になりつつあるフレキソ印刷も凸版に属しま
す。
版画には凸版、凹版、平版、孔版の 4 つの版形式があり
ます。凸版は、他の版形式である凹版、平版、孔版と比べ、
歴史的に最も古くから使用されています。特に木版画は
数ある版画の中で最も古く、印刷技術として長く使用さ
れてきました。現在、版を使用した最古の印刷物は、日
本で 8 世紀につくられた木版による経文とされています
が、中国では、すでに 7 世紀から木版による印刷が始まっ
ていたとされています。西洋では、１４世紀後半より宗
教画として木版画が行われていましたが、ルネサンス期
にヨハネス・グーテンベルグが金属活版印刷を発明した
ことで、急速に印刷技術が発展することになりました。
凸版の基本的な製版の工程としては、版として必要な部
分（描画部）を残し、それ以外の不要な部分（非描画部
分）は、彫刻刀を使用して彫るなどの物理的処理を加え
て、凸部を作り出します。このようにしてできた凸部に、
絵具などの水性インクや油性インクをのせて紙を置き、
バレンやプレス機などで圧力をかけてインクを刷りとり
ます。また、工業印刷であるフレキソ印刷は、版が樹脂
やゴムを使用した円筒形のローラーになっており、写真
製版やレーザー彫刻などによって製版が行われます。版
のローラーの他にインクを充填するローラーが付属され
ていることで凸部にインクを充填し、版と紙を圧着して
印刷を行います。
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